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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年3月5日(2015.3.5)

【公開番号】特開2013-149620(P2013-149620A)
【公開日】平成25年8月1日(2013.8.1)
【年通号数】公開・登録公報2013-041
【出願番号】特願2013-15665(P2013-15665)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  37/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   37/02     　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｌ   33/00     　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月15日(2015.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　交流電力の供給を受けるための電源端子と、
　少なくとも９個以上のＬＥＤ素子を直列に接続した構成を有して供給されたＬＥＤ電流
に基づいて発光するＬＥＤ群と、
　交流電力の供給を受けるための交流電源端子と、
　前記ＬＥＤ群へＬＥＤ電流を供給するために前記交流電源端子から交流電力の供給を受
けて前記ＬＥＤ素子の直列接続の数に依存して定まる電流遮断期間を半サイクル毎に有す
る交流電流を供給すると共に前記交流電流のピーク値を所定の値に制御する電流供給回路
と、
　入力端子と出力端子を有し前記入力端子に入力された交流電流を整流して前記出力端子
から脈流を出力する動作をなし、前記ＬＥＤ素子の直列接続の数に依存して定まる電流遮
断期間を半サイクル毎に有する前記交流電流を受けて前記電流遮断期間を有する脈流を出
力する整流回路と、を有し、
　前記交流電流の半サイクル毎の前記電流遮断期間が所定の期間となるように９個以上の
数のＬＥＤ素子の直列接続で構成されるＬＥＤ素子の直列回路を前記ＬＥＤ群が有してい
て、前記ＬＥＤ群は前記整流回路が出力する前記脈流の供給を受けて発光し、
　前記電流供給回路は前記交流電流のピーク値を制御するピーク値制御用コンデンサを有
する、
　ことを特徴とするＬＥＤを使用した照明装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のＬＥＤを使用した照明装置において、前記電流遮断期間を半サイクル
毎に有する交流電流を供給すると共に前記交流電流のピーク値を所定の値に制御する前記
電流供給回路が有する前記ピーク値制御用コンデンサは、前記交流電源端子に対して前記
整流回路と直列接続される関係で設けられ、前記ピーク値制御用コンデンサは０.１μＦ
以上で１０μＦ以下の値を有する、ことを特徴とするＬＥＤを使用した照明装置。
【請求項３】
　請求項１あるいは請求項２に記載のＬＥＤを使用した照明装置において、
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　前記電流遮断期間を半サイクル毎に有する交流電流を供給すると共に前記交流電流のピ
ーク値を所定の値に制御する前記電流供給回路が前記ピーク値制御用コンデンサと共に前
記コンデンサに並列に接続された抵抗を有し、
　前記ピーク値制御用コンデンサと前記抵抗からなる並列回路のインピーダンスが前記抵
抗の抵抗値を変化させるとそれにつれて大きく変化する第１領域と前記抵抗の抵抗値を変
化させても前記並列回路の前記インピーダンスがほとんど変化しない第２領域の内の前記
第２領域の値となるように前記抵抗の抵抗値を定め、
　前記並列回路の前記インピーダンスが前記コンデンサの容量を変化させてもほとんど変
化しない第３領域と前記コンデンサの容量の変化に基づいて前記並列回路の前記インピー
ダンスが大きく変化する第４領域の内の前記第４領域内の値となるように前記コンデンサ
の容量を０.１μＦ以上で１０μＦ以下の値とした、ことを特徴とするＬＥＤを使用した
照明装置。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３の内の一に記載のＬＥＤを使用した照明装置において、
　前記ＬＥＤ群が発光する明るさを調整する容量可変機構を設け、前記容量可変機構によ
って前記交流電流のピーク値を制御するピーク値制御用コンデンサの容量を変えることに
より、前記ＬＥＤ群は発光する明るさを変える、ことを特徴とするＬＥＤを使用した照明
装置。
【請求項５】
　請求項４に記載のＬＥＤを使用した照明装置において、
　前記電流供給回路は前記交流電流のピーク値を制御するための複数個のコンデンサを有
し、前記容量可変機構は前記複数個のコンデンサの接続を選択的に切り替えることにより
、前記ＬＥＤ群は発光する明るさを変える、ことを特徴とするＬＥＤを使用した照明装置
。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５の内の一に記載のＬＥＤを使用した照明装置において、
　前記電流供給回路が有するコンデンサがセラミックコンデンサである、ことを特徴とす
るＬＥＤを使用した照明装置。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６の内の一に記載のＬＥＤを使用した照明装置において、
　同一の樹脂製基板に前記電流供給回路と前記整流回路と前記ＬＥＤ群を配置した、こと
を特徴とするＬＥＤを使用した照明装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のＬＥＤを使用した照明装置において、
　前記樹脂製基板を収納する円筒形の内側ケースと前記内側ケースの覆う円筒形の外側ケ
ースをさらに設け、前記樹脂製基板は平板形状で外周が円形の形状を成し、
前記樹脂製基板に前記電流供給回路と前記整流回路と前記ＬＥＤ群が固定され、前記樹脂
製基板が前記内側ケースの内部に収納されて固定される、ことを特徴とするＬＥＤを使用
した照明装置。
【請求項９】
　請求項７に記載のＬＥＤを使用した照明装置において、
　前記樹脂製基板を収納する筒状の管と前記筒状の管を支持するブラケットをさらに有し
、
　前記樹脂製基板は長方形の形状をなし、前記樹脂製基板に前記電流供給回路と前記整流
回路と前記ＬＥＤ群が固定され、前記樹脂製基板はその長方形の長手方向の軸が前記筒状
の管の長手方向に沿うように配置されて固定される、ことを特徴とするＬＥＤを使用した
照明装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　前記課題を解決する第１発明は、交流電力の供給を受けるための電源端子と、少なくと
も９個以上のＬＥＤ素子を直列に接続した構成を有して供給されたＬＥＤ電流に基づいて
発光するＬＥＤ群と、交流電力の供給を受けるための交流電源端子と、前記ＬＥＤ群へＬ
ＥＤ電流を供給するために前記交流電源端子から交流電力の供給を受けて前記ＬＥＤ素子
の直列接続の数に依存して定まる電流遮断期間を半サイクル毎に有する交流電流を供給す
ると共に前記交流電流のピーク値を所定の値に制御する電流供給回路と、入力端子と出力
端子を有し前記入力端子に入力された交流電流を整流して前記出力端子から脈流を出力す
る動作をなし、前記ＬＥＤ素子の直列接続の数に依存して定まる電流遮断期間を半サイク
ル毎に有する前記交流電流を受けて前記電流遮断期間を有する脈流を出力する整流回路と
、を有し、前記交流電流の半サイクル毎の前記電流遮断期間が所定の期間となるように９
個以上の数のＬＥＤ素子の直列接続で構成されるＬＥＤ素子の直列回路を前記ＬＥＤ群が
有していて、前記ＬＥＤ群は前記整流回路が出力する前記脈流の供給を受けて発光し、前
記電流供給回路は前記交流電流のピーク値を制御するピーク値制御用コンデンサを有する
、ことを特徴とするＬＥＤを使用した照明装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　前記課題を解決する第２発明は、第１発明のＬＥＤを使用した照明装置において、前記
電流遮断期間を半サイクル毎に有する交流電流を供給すると共に前記交流電流のピーク値
を所定の値に制御する前記電流供給回路が有する前記ピーク値制御用コンデンサは、前記
交流電源端子に対して前記整流回路と直列接続される関係で設けられ、前記ピーク値制御
用コンデンサは０.１μＦ以上で１０μＦ以下の値を有する、ことを特徴とするＬＥＤを
使用した照明装置である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前記課題を解決する第３発明は、第１発明あるいは第２発明のＬＥＤを使用した照明装
置において、前記電流遮断期間を半サイクル毎に有する交流電流を供給すると共に前記交
流電流のピーク値を所定の値に制御する前記電流供給回路が前記ピーク値制御用コンデン
サと共に前記コンデンサに並列に接続された抵抗を有し、前記ピーク値制御用コンデンサ
と前記抵抗からなる並列回路のインピーダンスが前記抵抗の抵抗値を変化させるとそれに
つれて大きく変化する第１領域と前記抵抗の抵抗値を変化させても前記並列回路の前記イ
ンピーダンスがほとんど変化しない第２領域の内の前記第２領域の値となるように前記抵
抗の抵抗値を定め、前記並列回路の前記インピーダンスが前記コンデンサの容量を変化さ
せてもほとんど変化しない第３領域と前記コンデンサの容量の変化に基づいて前記並列回
路の前記インピーダンスが大きく変化する第４領域の内の前記第４領域内の値となるよう
に前記コンデンサの容量を０.１μＦ以上で１０μＦ以下の値とした、ことを特徴とする
ＬＥＤを使用した照明装置である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　前記課題を解決する第４発明は、第１発明乃至第３発明の内の一のＬＥＤを使用した照
明装置において、前記ＬＥＤ群が発光する明るさを調整する容量可変機構を設け、前記容
量可変機構によって前記交流電流のピーク値を制御するピーク値制御用コンデンサの容量
を変えることにより、前記ＬＥＤ群は発光する明るさを変える、ことを特徴とするＬＥＤ
を使用した照明装置である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前記課題を解決する第５発明は、第４発明のＬＥＤを使用した照明装置において、前記
電流供給回路は前記交流電流のピーク値を制御するための複数個のコンデンサを有し、前
記容量可変機構は前記複数個のコンデンサの接続を選択的に切り替えることにより、前記
ＬＥＤ群は発光する明るさを変える、ことを特徴とするＬＥＤを使用した照明装置である
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　前記課題を解決する第６発明は、第１発明乃至第５発明の内の一のＬＥＤを使用した照
明装置において、前記電流供給回路が有するコンデンサがセラミックコンデンサである、
ことを特徴とするＬＥＤを使用した照明装置である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　前記課題を解決する第７発明は、第１発明乃至第６発明の内の一のＬＥＤを使用した照
明装置において、同一の樹脂製基板に前記電流供給回路と前記整流回路と前記ＬＥＤ群を
配置した、ことを特徴とするＬＥＤを使用した照明装置である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　前記課題を解決する第８発明は、第７発明のＬＥＤを使用した照明装置において、前記
樹脂製基板を収納する円筒形の内側ケースと前記内側ケースの覆う円筒形の外側ケースを
さらに設け、前記樹脂製基板は平板形状で外周が円形の形状を成し、前記樹脂製基板に前
記電流供給回路と前記整流回路と前記ＬＥＤ群が固定され、前記樹脂製基板が前記内側ケ
ースの内部に収納されて固定される、ことを特徴とするＬＥＤを使用した照明装置である
。
【手続補正１０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　前記課題を解決する第９発明は、第７発明のＬＥＤを使用した照明装置において、前記
樹脂製基板を収納する筒状の管と前記筒状の管を支持するブラケットをさらに有し、前記
樹脂製基板は長方形の形状をなし、前記樹脂製基板に前記電流供給回路と前記整流回路と
前記ＬＥＤ群が固定され、前記樹脂製基板はその長方形の長手方向の軸が前記筒状の管の
長手方向に沿うように配置されて固定される、ことを特徴とするＬＥＤを使用した照明装
置である。
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